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◆国道152号等の橋りょう耐震補強工事など
　インフラ施設整備　　　　６億2020万円
◆事業者の再エネ・省エネ設備導入への助成
　　　　　　　　　　　　　　　　　2億円
◆令和６年能登半島地震に伴う被災地の継続
　支援　　　　　　　　　　　 　6144万円
◆庄内地区をフィールドとした自動運転技術
　の実証実験　　　　　　　　 　4763万円
◆国道152号（池島・大原区間）の現道改良
　工事等　　　　　　　　　　　 1906万円
◆地域公共交通に関して知見やデータを活用
　し、事業立案できる人材を育成 1072万円

◆宿泊事業者の業務効率化・生産性向上や社
　員寮の整備への助成　　　　　　875万円
◆浜北温水プールの閉館に伴う臨時的な対応
　として、施設近隣の小・中学生の夏季にお
　けるプール利用機会を確保　　　800万円
◆介護人材をはじめとする産業人材の獲得を見
　据えたフィリピン共和国地方自治体との連携
　　　　　　　　　　　　　　　　517万円

◆浜松城公園長期整備構想において「賑わい
　と交流ゾーン」に位置付けられている旧元
　城小学校跡地の広場を開放し、市民の憩い
　の場を提供

　　　　　　　　　　270万円
など

可 決 し た 主 な 議 案

　５月定例会は、５月23日から６月17日までの26日間にわたって開催しました。
　本定例会では、6年度一般会計補正予算や浜松市税条例の一部改正についてなど
市長提出議案19件の審議を行い、いずれも原案
のとおり可決しました。このほか、教育委員会委
員、監査委員選任などの人事案件について同意し
たほか、議会提出議案として意見書４件を可決
し、国に対して、その実現を要望しました。　　
　また、正副議長選挙を行い、議長に鳥井德孝議
員、副議長に加茂俊武議員を選出しました。

６年度一般会計補正予算　　　　　総額20億4800万円

ギャラリーモール条例・新川モール条例の一部改正
●歩行者の安全を確保するための禁止行為を追加
　スケートボードなどの禁止行為をする目的
で、ギャラリーモール（通称ソラモ）と新川
モールへ立ち入ることを禁止し、歩行者の円
滑な通行を確保します。
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議長選挙の投票

　議長に鳥井德孝議員、副議長に加茂俊武議員を選出　
 国道152号等の橋りょう耐震補強など補正予算20億円を可決　

5月
定例会

浜松城天守閣から望む葵広場（旧元城小学校跡地）



◆ 少額の減価償却資産の取扱いの簡素化等を求める意見書
◆ ひきこもり支援基本法の制定を求める意見書
◆「106万円の壁」等問題に鑑み第3号被保険者制度の廃止を求める意見書
◆ 災害時のドローン有効利用のための法整備等を求める意見書

可 決 し た 意 見 書 意見書とは、国や県などが実施すべき事項について、議会の意思を意見と
してまとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。
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議会のあり方について協議をしています

中央区選出、72歳、当選5回

会派：自由民主党浜松
座右の銘：お役に立ちたい
趣味：スポーツ観戦

浜名区選出、57歳、当選3回

会派：自由民主党浜松
座右の銘：初心忘るべからず
趣味：スポーツ観戦

5月定例会において、新しい正副議長を選出しました。 
議 長 　 鳥

と り い
井　德

のりたか
孝 副議長　 加

か も
茂　俊

としたけ
武

　現在、浜松市議会では、議員定数などの議会のあり方に関する議論を進めています。
議員定数の協議に当たっては、学識経験者等が客観的に考察した結果をもとに判断する
との考えから、令和6年4月に外部有識者からなる「議員定数のあり方調査会」を設置
し、６月13日には第1回調査会が開催されたところです。（年度内に4回開催予定）
　また、今後の議会活動に生かしていくため市民アンケート調査（7月）などを実施し
ました。
　なお、今後の取組として、議会を取り巻く状況や議会の活動などを市民の皆様に知
っていただき、これからの浜松市議会について一緒に考えていただくための機会とし
て市民向けシンポジウムを以下のとおり開催します。事前申込不要で、どなたでも参
加いただけますので、どうぞ会場にお越しください。

※後日動画配信を予定（10月中旬公開予定）※詳細は右のQRコードから御覧ください

開 催 日 2024年８月26日（月）

18:00 開場　18:30 開会会 場 アクトシティ浜松　中ホール
定 員 1,000人 参 加 費 無料 申 込 不要

議会発！市民向けシンポジウム　～市民とともに考える浜松市議会～

基調講演・パネルディスカッション内 容

コーディネーター　立命館大学　駒林　 良則     教授
講師　　　　　　　法政大学　　土山　希美枝　教授

テーマ　　　　　　市民に信頼される議会になるには
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◎委員会の構成

委員会の構成委員会の構成

◎は委員長、○は副委員長◎は委員長、○は副委員長
委員の氏名は50音順に掲載委員の氏名は50音順に掲載

6年度の所属委員会は次のとおりです6年度の所属委員会は次のとおりです議会運営委員会（９人）議会運営委員会（９人）
議会の運営、会議規則・委員会条例の改正、意見
書の調整、その他議長からの諮問などに関する
こと
◎倉田　清一	 ○鈴木　真人	 ○松本　康夫
　井田　博康	 　久米　丈二	 　須藤　京子
　平野　岳子	 　丸　　英之	 　森田　賢児

常 任 委 員 会常 任 委 員 会
総　　務	 （10人）
危機管理、企画、広聴広報、デジタル・スマートシ
ティ、人事、組織編成、行政経営、財政、税務などに
関すること
◎齋藤　和志	 ○岩田　邦泰	 　太田　康隆
　北島　　定	 　倉田　清一	 　小泉　　翠
　湖東　秀隆	 　須藤　京子	 　馬塚彩矢香
　丸　　英之

厚生保健	 （９人）

高齢者・障害福祉、介護保険、国保年金、次世代育
成、子育て支援、保育、健康医療、保健などに関す
ること
◎鈴木　真人	 ○小野田康弘	 　稲葉　大輔
　大城　七瀬	 　髙林　　修	 　辻村　公子
　遠山　将吾	 　鳥井　德孝	 　山崎とし子

環境経済	 （９人）

環境政策・保全、清掃、資源廃棄物、産業廃棄物、商工
業、観光交流、農林水産などに関すること
◎露木里江子	 ○神間　郁子	 　小黒　啓子
　黒田　　豊	 　戸田　　誠	 　中野　和幸
　花井　洋介	 　松本　康夫	 　森田　賢児

建設消防	 （９人）

都市計画、土地政策、交通政策、公園緑地、土木、建
築行政、上下水道、消防などに関すること
◎平野　岳子	 ○酒井　豊実	 　渥美　　誠
　太田利実保	 　北野谷富子	 　久米　丈二
　幸田惠里子	 　藤田　典良	 　栁川樹一郎

市民文教	 （９人）

地域自治振興、市民協働、区役所、市民生活、文化政
策、スポーツ振興、生涯学習、文化財、図書館、学校
教育などに関すること
◎関イチロー	 ○井田　博康	 　石津　陽子
　加茂　俊武	 　斉藤　晴明	 　鈴木　裕之
　鈴木　　恵	 　花井　和夫	 　松下　正行

特 別 委 員 会特 別 委 員 会
大都市制度・行財政改革 （11人）

大都市の行財政実態に対応した制度、区制度と住
民自治、行財政改革、浜松市総合計画基本計画の
策定に関すること
◎倉田　清一	 ○松下　正行	 　岩田　邦泰
　大城　七瀬	 　太田　康隆	 　小野田康弘
　加茂　俊武	 　酒井　豊実	 　髙林　　修
　露木里江子	 　遠山　将吾	 　

地方創生	   （12人）

浜松市総合戦略、中山間地域の活性化、中心市街
地の活性化、企業誘致などに関すること
◎稲葉　大輔	 ○小泉　　翠	 　石津　陽子
　神間　郁子	 　北島　　定	 　幸田惠里子
　鈴木　裕之	 　鈴木　真人	 　鈴木　　恵
　関イチロー	 　戸田　　誠	 　花井　和夫

大型公共施設建設　　　　（12人）

大型スポーツ施設、新病院の建設、新清掃工場の建
設に関すること
◎松本　康夫	 ○北野谷富子	 　小黒　啓子
　黒田　　豊	 　湖東　秀隆	 　齋藤　和志
　須藤　京子	 　辻村　公子	 　中野　和幸
　花井　洋介	 　馬塚彩矢香	 　栁川樹一郎

危機管理・交通政策　   　（11人）

災害対策、新型感染症対策、道路ネットワーク、
交通安全対策、公共交通に関すること
◎森田　賢児	 ○久米　丈二	 　渥美　　誠
　井田　博康	 　太田利実保	 　斉藤　晴明
　鳥井　德孝	 　平野　岳子	 　藤田　典良
　丸　　英之	 　山崎とし子	 　
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◎常任委員会の状況
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質
疑
秋
野
不
矩
美
術
館
が
立
地

す
る
天
竜
区
二
俣
の
ま
ち
づ
く
り

と
の
連
携
は
。　
　
　
　
　
　
　

答
弁
秋
野
不
矩
美
術
館
で
は
、

北
遠
地
域
の
方
の
利
用
が
少
な
い

と
い
う
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
指
定
管
理
者
の
募
集
で
は
、

利
用
者
増
に
向
け
、
二
俣
の
ま
ち

づ
く
り
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
仕

様
書
に
盛
り
込
む
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

今回の実験で使用する車両

●
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業 

　
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
今
年
度
で
５
回
目
と
な
る

自
動
運
転
技
術
の
実
証
実
験
に
つ

い
て
、
前
回
の
課
題
へ
の
対
策
は
。

答
弁
５
年
度
は
近
隣
住
民
の
乗

車
が
思
う
よ
う
に
増
え
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
５
年
度
中
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
加
え
て
電
話
で
の
申

込
み
を
可
能
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
使
用
し
た
申
込
み
に
馴
染
み

の
薄
い
高
齢
者
世
代
に
も
対
応
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
6

年
度
は
地
域
の
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
利
用
促
進
に
努
め
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
道
路
維
持
修
繕
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
予
算
増
に
伴
い
、
職
員
の

負
担
増
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
中
、

事
業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
職

員
の
応
援
体
制
や
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
災
害
の
発
生
が
大
き
く
影
響

し
て
く
る
。
部
内
や
庁
内
の
応
援

体
制
を
築
い
て
対
応
し
た
り
、
設

計
書
作
成
や
現
場
立
ち
会
い
を
外

部
に
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど

で
、
業
務
の
集
中
を
回
避
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
浜
松
都
市
計
画
事
業
高
竜
土
地
区

　
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
廃
止
に

　
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
開
発
行
為
の
申
請
が
あ
っ

た
際
に
、
規
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
事
業
の
グ
レ
ー
ド
を
高
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　

答
弁
庁
内
及
び
地
域
と
も
連
携

し
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。　

浜松医療センター新病院棟に配備
した血管造影装置



※
特
定
都
市
河
川
・・・
浸
水
被
害
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、法
に
基
づ
き　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
・
知
事
が
指
定
す
る
河
川
。　　
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◎代表質問 

Photo by Yuuri Tanimoto

質
問

浜
松
市
立
幼
稚

園
・
保
育
園
の
適
正
化
等

に
関
す
る
方
針
で
は
、
地

域
全
体
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
質
を
図
る
役
割
を
担

う
基
幹
園
を
選
定
し
、
６

年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業
を

は
じ
め
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
の
か
。　
　

答
弁

本
格
実
施
前
の
６

年
度
は
与
進
幼
稚
園
と
雄

踏
保
育
園
を
モ
デ
ル
園
と

し
、
そ
の
役
割
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。　
　

　
モ
デ
ル
園
で
は
、
幼
児

教
育
・
保
育
に
関
す
る
情

報
発
信
や
未
就
園
児
へ
の

支
援
の
ほ
か
、
民
間
園
や

子
育
て
支
援
施
設
等
と
の

連
携
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
立
幼
稚
園
に
支

援
が
必
要
な
児
童
が
多
い

現
状
を
踏
ま
え
、
与
進
幼

稚
園
と
他
園
が
連
携
し
な

が
ら
発
達
支
援
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
進
め
、
基

幹
園
の
機
能
や
役
割
、
効

果
な
ど
を
検
証
し
本
格
実

施
に
つ
な
げ
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
市
立
園
の
運
営
に
お
け

る
地
域
と
の
連
携
は　

②
社
会
的
養
護
施
設
の
現

状
と
入
所
枠
の
対
応
は

③
最
終
年
度
と
な
る
中
期

財
政
計
画
の
所
感
は　

創造浜松
遠山　将吾

市
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の

基
幹
園
の
役
割
は　
　
　

基幹園のモデル園となる与進幼稚園

 
代
表
質
問

６
月
4
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
4
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

浜
松
環
状
線
と
天

竜
浜
松
線
は
本
市
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
重

要
で
整
備
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
両
路
線
の
重
要
性

や
環
状
線
と
遠
州
鉄
道
と

の
交
差
部
高
架
の
事
業
化

に
向
け
た
状
況
は
。　
　

答
弁

両
路
線
は
災
害
時
、

東
名
・
新
東
名
高
速
道
路

と
広
域
物
資
輸
送
拠
点
を

連
絡
す
る
重
要
な
道
路
で

あ
る
。
早
期
供
用
に
向
け
、

着
実
に
整
備
を
推
進
し
災

害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
浜
松
環
状
線
は
、

現
在
の
整
備
区
間
完
了
後

は
遠
州
鉄
道
と
の
交
差
部

を
除
き
、
全
線
が
４
車
線

化
さ
れ
る
。
な
お
、
交
差

部
の
鉄
道
高
架
の
事
業
化

に
つ
い
て
は
６
年
２
月
に

鉄
道
事
業
者
と
相
互
に
合

意
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

早
期
事
業
着
手
に
向
け
、

鉄
道
事
業
者
と
の
調
整
を

進
め
、
地
域
へ
の
説
明
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
今
後
の
地
域
公
共
交
通

政
策
の
在
り
方
は　
　

②
イ
ン
ド
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
の
具
体
的
取
組
は

③
四
ツ
池
公
園
運
動
施
設

の
再
整
備
の
考
え
方
は

自由民主党浜松
平野　岳子

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
現
を　
　
　

整備を進めている浜松環状線・天竜浜松線

質
問

県
の
こ
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
の
対
象
か
ら

政
令
市
が
外
さ
れ
た
事
例

は
、
政
令
市
移
行
時
の
基

本
協
定
書
に
記
載
さ
れ
た

県
単
独
助
成
事
業
で
あ
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
お
り
、

こ
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答
弁

県
が
新
た
に
単
独

助
成
事
業
を
創
設
す
る
場

合
、
政
令
市
へ
の
単
独
助

成
は
行
わ
な
い
と
い
う
県

の
基
本
的
な
考
え
方
に
よ

り
、
本
市
は
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　
し
か
し
な
が
ら
、
県
が

実
施
す
る
県
民
の
健
康
や

生
命
に
関
わ
る
よ
う
な
事

業
に
お
い
て
、
政
令
市
で

あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と

し
て
対
象
外
と
す
る
こ
と

は
、
県
民
税
を
納
め
て
い

る
本
市
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
お
り
、
県
単
独
事

業
を
新
設
す
る
場
合
に
は

協
議
を
行
い
、
内
容
に
よ

っ
て
本
市
も
対
象
と
す
る

よ
う
求
め
て
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
動
物
園
の
魅
力
向
上
へ

ゾ
ウ
展
示
の
復
活
を　

②
地
域
と
連
携
し
学
校
現

場
の
交
通
安
全
教
育
を

③
特※

定
都
市
河
川
指
定
で

流
域
治
水
の
推
進
を　

市民クラブ
北野谷　富子

政
令
市
に
不
利
益
な
県
単

独
助
成
事
業
の
見
直
し
を

浸水常襲箇所に設置予定のワンコイン浸水センサ
提供：京セラコミュニケーションシステム（株）
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◎代表・一般質問

 

一
般
質
問

質
問

遠
州
灘
海
浜
公
園

篠
原
地
区
近
接
地
に
設
置

検
討
中
の
道
の
駅
及
び
周

辺
地
域
活
性
化
構
想
の
状

況
と
交
通
ア
ク
セ
ス
の
考

え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
防

災
道
の
駅
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

答
弁

整
備
候
補
エ
リ
ア

は
国
道
１
号
篠
原
東
交
差

点
付
近
を
中
心
と
し
た
一

帯
を
想
定
し
て
お
り
、
概

算
事
業
費
は
機
能
や
規
模

に
よ
り
29
億
円
か
ら
55
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
周

辺
地
域
の
活
性
化
は
、
多

目
的
ド
ー
ム
型
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
の
大
型
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
核
と
し
て
相
乗
効

果
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
。
交
通
ア
ク
セ
ス

は
、
Ｊ
Ｒ
高
塚
駅
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
や

自
動
運
転
バ
ス
な
ど
、
交

通
手
段
の
活
用
を
検
討
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
防
災
道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
今
後
国
や
県
、
関
係

部
署
と
協
議
し
な
が
ら
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
を
円
滑
に　
　
　
　

②
地
域
の
コ
ン
ビ
ニ
全

店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

③
中
心
市
街
地
活
性
化
へ

ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
策
定
を

公明党
黒田　豊

道の駅の事例

質
問

公
園
利
用
者
か
ら

ト
イ
レ
が
使
い
づ
ら
い
と

の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、

和
式
か
ら
洋
式
へ
の
早
急

な
改
修
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
弁

ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
来

園
者
や
外
国
人
観
光
客
が

多
い
浜
松
城
公
園
な
ど
の

指
定
管
理
施
設
を
中
心
に
、

和
式
便
器
を
飛
沫
拡
散
防

止
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
蓋
付
の
洋
式
便
器
に
改

修
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
洋
式
化
へ
の
要
望
は
多

数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
必
要
性
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
が
、
一
方
で
和

式
便
器
の
存
続
を
望
む
声

も
一
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
を
十

分
に
踏
ま
え
て
、
修
繕
や

更
新
に
併
せ
て
洋
式
化
を

図
っ
て
い
く
。
今
後
は
利

便
性
の
向
上
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
さ
ら
な
る
洋
式

化
の
推
進
に
向
け
て
努
め

て
い
く
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
兄
弟
が
い
る
医
療
的
ケ

ア
児
に
支
援
の
情
報
を

②
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
車

い
す
マ
ラ
ソ
ン
導
入
を

③
小
・
中
学
校
に
お
け
る

生
理
用
品
の
在
り
方
は

大城　七瀬
市民クラブ

早
急
に
公
園
ト
イ
レ
の
洋

式
化
推
進
を　
　
　
　
　

入りにくい公園のトイレ

質
問

幅
広
い
世
代
が
安

全
で
健
康
的
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
た
め
に
は
、
施

設
に
け
が
の
抑
制
に
つ
な

が
る
芝
生
と
日
差
し
を
遮

る
屋
根
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　
　

答
弁

芝
生
化
は
利
用
者

の
身
体
へ
の
負
担
軽
減
や

地
面
の
温
度
が
上
昇
し
づ

ら
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
一
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
に
費
用
と
時
間
を

要
す
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
近
年
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
と
さ

れ
る
ポ
ッ
ト
苗
を
活
用
し

た
整
備
事
例
も
拡
大
し
て

お
り
、
６
年
度
に
予
定
す

る
実
証
実
験
の
結
果
に
基

づ
き
、
整
備
の
考
え
方
や

手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
既
存
施
設
の
半

屋
外
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
各
競
技
種
目
に
お
け

る
効
果
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
他
都
市
事
例
を
参

考
に
施
設
の
再
整
備
、
低

稼
働
施
設
の
見
直
し
な
ど

に
併
わ
せ
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
下

の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
を

②
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

問
題
へ
の
取
組
は　
　

③
発
達
支
援
及
び
外
国
人

児
童
な
ど
へ
の
取
組
は

藤田　典良
自由民主党浜松

発達支援学級で学ぶ生徒

防
災
機
能
を
有
す
る
道
の

駅
を
核
に
ま
ち
づ
く
り
を

6
月
5
日
、6
日
に
は
、5
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
半
屋
外

化
と
芝
生
化
で
安
全
に　



※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド・・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
愛
と
は
異
な
り
、地
域
を
よ
り
よ
い
場
所
に
す
る
た
め
に

自
分
自
身
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
当
事
者
意
識
に
基
づ
く

自
負
心
の
こ
と
。　　
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◎一般質問

質
問

５
年
度
、
市
長
は

中
学
生
未
来
議
会
で
初
め

て
質
問
に
答
弁
し
た
が
、

所
感
は
ど
う
か
。
ま
た
、

次
世
代
を
担
う
中
学
生
へ

の
シ※

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
の
考
え
は
ど
う
か
。　

答
弁

中
学
生
未
来
議
会

は
、
本
市
の
未
来
を
担
う

中
学
生
の
意
見
を
聴
く
貴

重
な
機
会
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
が
、
熱
心

に
議
論
さ
れ
た
提
案
は
、

ど
れ
も
こ
の
地
域
の
こ
と

を
考
え
抜
い
た
す
ば
ら
し

い
内
容
で
、
次
代
を
担
う

若
者
の
前
向
き
な
姿
勢
は

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
た
。

　
ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に

本
市
の
現
状
を
理
解
し
て
、

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
議
論
す
る
こ
と
は
、

本
市
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
地
域
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
機
会
と
な

り
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
教
員
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力
向
上
の
取
組
を　

②
庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

育
成
と
技
術
の
活
用
は

③
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
将
来
の
方
向
性
は

小野田　康弘
自由民主党浜松

次
世
代
を
担
う
若
者
へ
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
を

中学生未来議会で市長に質問し答弁を求める
中学生

質
問
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
学
び
の
機
会
を
保
証

す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
の
民
間
施
設
等

と
の
連
携
は
急
務
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
連
携
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　

答
弁
５
年
度
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
２
６
９
７

人
は
過
去
最
多
で
あ
っ
た
。

不
登
校
の
背
景
は
様
々
で

必
要
な
支
援
も
異
な
る
た

め
、
ま
な
び
の
教
室
な
ど

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
居
場
所
づ
く
り
を
重
点

的
に
行
う
ほ
か
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
で
も
相
談
や

支
援
が
行
わ
れ
、
大
切
な

居
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

５
年
度
に
は
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
利
用
す
る
施

設
名
や
出
席
扱
い
の
状
況

等
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　
今
後
、
参
考
と
な
る
情

報
を
保
護
者
や
学
校
に
提

供
す
る
ほ
か
、
民
間
施
設

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

連
携
方
法
や
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

実
現
に
向
け
た
取
組
は

②
５
歳
児
検
診
の
実
施
に

向
け
た
検
討
状
況
は　

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

経
済
活
性
化
の
取
組
は

小泉　翠
自由民主党浜松

不
登
校
対
策
に
民
間
施
設

と
の
連
携
協
議
会
設
置
を

3年度から5年度における不登校児童・生徒数
の状況（全欠）

質
問

新
た
な
森
林
価
値

の
創
出
を
目
指
し
た
、
森

林
由
来
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
組
成
へ
の
積
極
的

な
取
組
に
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
。
同
時
に
、

時
代
に
即
し
た
新
た
な
林

業
振
興
策
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。　
　
　
　

答
弁

生
産
性
向
上
の
た

め
６
年
度
新
た
に
天
竜
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
を
実
施
し
、
木
材
生

産
や
加
工
現
場
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
派
遣
す
る
こ

と
で
、
第
三
者
的
視
点
で

の
課
題
抽
出
や
解
決
に
向

け
た
手
法
の
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、
人
材
育
成
の
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た

め
、
今
後
の
林
業
・
木
材

産
業
の
中
心
的
な
担
い
手

と
な
る
若
手
を
対
象
と
し

た
天
竜
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

座
学
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
こ
と
で
参
加
者

の
経
営
・
技
術
能
力
な
ど

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
く
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
中
山
間
地
域
に
中
長
期

的
な
水
供
給
の
取
組
を

②
水
窪
、
佐
久
間
地
域
の

教
育
環
境
に
対
応
を　

③
自
治
会
所
有
不
動
産
の

登
記
申
請
を
円
滑
に　

渥美　誠
自由民主党浜松

森
林
先
進
都
市
の
実
現
に

向
け
て
継
続
的
な
取
組
を

遠隔操作が可能な集材車両（フォワーダ）
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◎政務活動費の決算状況

　「浜松市議会議員の請負の状況の公表に関する条例」では、浜松市議会における請負状況の透明
性を確保し、もって議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図るため、議員が前会計年度におけ
る議員個人（議員が個人事業主の支配人である場合を含みます）と浜松市との請負（工事請負、業
務委託、役務提供、物件納入等などの取引で、市が対価の支払をすべきもの）についての報告書を
議長へ提出すること、またその報告書を公表することについて定めています。
　令和6年6月に浜松市議会議員から提出された、令和5年4月1日の属する会計年度における請負
状況を報告する「請負状況報告書」を、8月30日から本庁市政情報室や各区役所及び各行政センタ
ーの市政情報コーナーで閲覧できます。
　また、同日から、浜松市議会ホームページに掲載します。

令和5年度（5月～3月）政務活動費の決算状況
（単位：円）

会派名

 項　目

自由民主党 
浜　松 市民クラブ 公明党 創造浜松 日本共産党 

浜松市議団
浜松市政 

向上委員会
市民サポート 

浜　松

24人 7人 5人 5人 3人 1人 1人

交　付　額 39,600,000 11,550,000 8,250,000 8,250,000 4,950,000 1,650,000 1,650,000

預 金 利 息 148 31 31 24 15 9 5

収　入　計 39,600,148 11,550,031 8,250,031 8,250,024 4,950,015 1,650,009 1,650,005

調査研究費 7,554,453 1,377,864 421,573 1,652,514 473,160 898,321 0

研　修　費 379,447 1,103,207 240,331 12,444 0 203,401 0

広　報　費 8,202,901 2,468,642 518,526 3,474,084 1,175,061 0 983,791

広　聴　費 1,781,812 265,560 150,614 ０ 21,400 35,668 0

要請・陳情活動費 695,947 10,621 16,678 1,813 0 0 0

会　議　費 522,889 79,773 79,255 33,004 0 0 0

資料作成費 332,275 0 539,776 293,322 71,170 0 0

資料購入費 1,047,390 358,644 348,468 124,700 127,683 45,980 172,748

人　件　費 9,771,489 4,214,056 2,617,282 1,760,557 1,061,018 175,804 0

事 務 所 費 4,731,158 1,268,327 1,218,278 133,606 1,977,416 185,342 487,026

支　出　計 35,019,761 11,146,694 6,150,781 7,486,044 4,906,908 1,544,516 1,643,565

返　納　額 
（預金利息含む） 4,580,387 403,337 2,099,250 763,980 43,107 105,493 6,440

訂正　令和６年５月５日号につきまして、お配りした紙面の記載内容に誤りがありました。　　　
　　　お詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正いたします。
　　　5ページ　　常任委員会の状況　　総務委員会　　（誤）88％　　（正）98％

詳細は、議会総務課までお問合せください。（☎ 053-457-2505）

請 負 状 況 の 公 表 に か か る 報 告 書 を 閲 覧 で き ま す
※令和 5 年度は議員改選年度のため、令和 5 年 5 月から令和 6 年 3 月までの額となっています。

※政務活動費は、1 人当たり月額 15 万円に各月 1 日における会派の所属議員数を乗じて得た額を交付
　しています。
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〔
８
月
〕

５
日　
大
都
市
制
度
・
行
財
政
改
革

　
　
　
特
別
委
員
会　
　
　

　
　
　
地
方
創
生
特
別
委
員
会

20
日　
各
常
任
委
員
会

26
日　
議
会
発
！

　
　
　
市
民
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

27
日　
議
員
定
数
の
あ
り
方

　
　
　
調
査
会

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

〔
９
月
〕

5
日　
本
会
議（
9
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
議
案
上
程
）

6
日　
各
常
任
委
員
会

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

13
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

26
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

30
日　
決
算
第
二
分
科
会

〔
10
月
〕

1
日　
決
算
第
一
分
科
会

2
日　
決
算
第
二
分
科
会

3
日　
決
算
第
一
分
科
会

4
日　
決
算
第
二
分
科
会

　
　
　
決
算
第
一
分
科
会

21
日   

決
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

25
日　
本
会
議（
決
算
採
決
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

No.187

　切り絵は、紙を切り抜いて絵柄や文字を表現するシンプルで古典的な技法です。
それゆえ奥が深い世界でもあります。
　浜松市美術館では、日本を代表する女性切り絵作家7人の作品113点を紹介する「7人
のミューズ展～日本の切り絵～」を開催しており、本作は静岡県出身の福

ふ く い
井利

り さ
佐さんが

本展のために制作した《浜松》です。
　徳川家康、うなぎ、ピアノ、浜松城、オートバイなど、浜松を連想させるモチーフが
いくつもちりばめられ、一枚の紙から切り出されたとは思えないほど精緻な描写が特徴
です。さらにその形の一つ一つは無数の線で覆われ、見る者に鮮烈な印象と躍動感を与
えます。「私の切り絵は、鉛筆のデッサンそのもの」と語る福井さん。一本一本手で切
り抜かれた繊細な線の美しさをぜひ間近でご覧ください。
　

浜松市美術館　ホームページ 
特別展「7人のミューズ展～日本の切り絵～」
9月15日(日)まで開催 　


